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認知症サポーターステップアップ講座での活用事例
～VR認知症ケア体験で理解が深まる～

岩手県大船渡市で開催された認知症サポーターステップアップ講座において、FACEDUOを活用したVR認知症ケア支援を実施して
いただきました。VRを通じて認知症の方の視点を体験することで、認知症の方の気持ちや行動の背景を理解しやすくなり、地域で
の支援やコミュニケーションに役立つ知識を深めることが目的です。講座では、VR体験後にグループワークを行い、体験を共有し
ながら認知症ケアのポイントを整理しました。

● 参 加 者：40名（4～5名のグループ編成）　● 実施方法：VRゴーグルを使用した体験と、スクリーン投影による全員での場面共有
● V R機材：各テーブルにVR機器を1台ずつ配置（合計8台）

開催概要

① ウォーミングアップ　② VR認知症症状体験　③ VR認知症ケア「不機嫌になり大声を出した」場面体験
④ 個人・グループワーク（工夫を話し合う）　⑤ 発表・共有　⑥ VRで工夫発見体験（約8分）

プログラムの流れ（90分）

【参加者・グループワークのコメント】
「話し方によって、人の気持ちは変わるということが、あらためて確認できました。」
「認知症の方への対応の仕方が具体的で理解できた。」
「VRは2Dより臨場感があり、その場で対話しているような感覚になりました。」
「認知症の方の生活習慣を配慮した声掛けが必要と感じます。」
「良い点をほめることが重要と思います。」
「認知症になる前の生活を思い出して、好意的に対話することが必要だと感じました。」

【市職員のコメント】
「VRを活用した講義で、市民のみなさんに関心をもって参加いただきました。」
「市では誰もが認知症になっても住み慣れた地域で安心して暮らせる共生のまちを目指しており、VRや映像技術等を通じて学びを深
めることができたと考えています。」

参加者・市職員からの評価



●国立がん研究センター
　がん対策研究所
　がん医療支援部 部長
　慶應義塾大学医学部
　精神神経科非常勤講師

※ 本システムは医療機器ではございません。
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